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尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
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当月末 増減
平均出席率
％

80.00
96.43
98.39
93.42
90.03
82.60
90.15
84.65
95.73
86.54
93.72
92.46
90.62
100.00
82.96
91.27
96.11
81.06
89.00
90.07
92.75
89.67
100.00
85.48
90.72
100.00
91.39
100.00
93.75
83.68
80.16
91.35
100.00
92.60
77.78
89.25
87.83
89.16
94.88
79.76
91.55
96.30
97.70
89.17
91.22
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明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
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当月末 増減 女性
平均出席率
％

90.80
100.00
97.06
96.59
76.89
96.33
91.43
87.26
98.35
87.37
92.15
97.70
87.90
98.00
95.44
100.00
95.81
96.83
92.30
100.00
94.49
100.00
96.72
90.78
98.13
81.05
100.00
85.49
100.00
92.58
92.50
100.00
94.27
100.00
96.69
96.14
79.52
94.00
94.05
77.27
88.20
90.97
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40
43
37
33
23
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42
34
28
23
18
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7
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155
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43
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3
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0
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0
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0
1
1
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0
1
-1
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1
0
0
2
1
2
1
1
-1
-4
0
0
-1
0
0
-2
0
0
3
0
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◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2015年12月末　クラブ会員数……2,856人

◆2015年12月末女性会員数……………　106人
◆2015年12月平均出席率………………90.97％
◆増　減………………………………………　23人増

国際ロータリー第2680地区　2015年12月出席報告
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45
14
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37
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26
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「ワールドクラス」
ロータリークラブの
会長　幹事の皆様

　今月は平和と紛争予防・紛争解決月間です。考えれ

ば考えるほど、迷路に入りそうになる、大変難しいタ

イトルです。

　

　昨年、ロータリー平和センターの年次セミナーに出

席してきました。東京の三鷹にある国際基督教大学で

開催でしたので、始発の新幹線に乗り、帰りは終電と

いうタイトなスケジュールでしたが、やはり現場に行

かないとわからない空気、雰囲気が感じられました。

フェローたちのプレゼンは素晴らしく、平和に対する

強い意志も感じられました。

　　

　ロータリー平和センターでは、毎年、最高100名の

フェローが選ばれ、世界各地の提携大学に設置された

ロータリー平和センターの修士課程または専門修了証

コースで学びます。提携大学は

　　クイーンズランド大学（オーストラリア）

　　ブラッドフォード大学（英国）

　　国際基督教大学（日本）

　　ウプサラ大学（スウェ―デン）

　　デューク大学および

　　　ノースカロライナ大学チャペルヒル校（米国）

　　チュラロンコーン大学（タイ）

で、３か月間の専門修了証プログラムです。

　フェローは、紛争を引き起こす根本的な問題を多角

的に研究し、現代社会のニーズに応える革新的な解決

策を探ります。また、フェローたちは、卒業後に多方

面（主にNGO、政府機関、国連）などで活躍し、スー

ダンの難民支援、インドの女性のための雇用機会創出、

紛争や災害の復興支援といったさまざまな活動に携

わっています。

　それぞれの平和センターに独自のカリキュラムがあ

り、平和フェローは、多様な見地から平和と紛争の理

論を学び、実地研修を通じて実践的なスキルを身につ

けることができます。

　ここで、卒業生のパス・ヘアンさんを紹介します。

カンボジアで200万人の市民が犠牲となった残酷なク

メールルージュ政権時代、当時少年だったパス・ヘア

ンさんは、同政権の労働キャンプで過ごしました。

　解放後、祖国に平和をもたらすことを心に誓ったヘ

アンさんは、ロータリー平和フェローとなって平和構

築について学び、現在、ユニセフのフィールドオフィ

ス責任者を務めています。

「上級職に就くことができたのは、平和フェローとし

て身につけた分析力と手段があったからです。今では、

カンボジアの貧困層のために、国の政策に影響を与え

られるようになりました。」

とヘアンさんは語ります。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　丸　尾　研　一　（神戸西神）
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陽本線（JR神戸線）明石駅下車。山陽電鉄人丸前駅下車3分。昭和35年6月10日（時の記念日）に開館。同館の大型プ
ラネタリウムは東ドイツ製で、日本に3台しかない。収容人員650人は日本一。
（付記：現在も現役で稼働中、稼動期間の長さが日本一、座席数は300席）

❖今月の表紙　明石天文科学館

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

１日(月)
２日(火)
３日(水)
６日(土)
７日(日)

８日(月)
９日(火)
10日(水)
11日(木･祝)
12日(金)
13日(土)

14日(日)
16日(火)

20日(土)
21日(日)
22日(月)
27日(土)
28日(日)

17：30～
18：00～
18：30～
14：00～
13：30～
13：45～
18：00～
17：00～
17：00～
13：30～
15：00～
14：00～
17：00～
16：30～
11：00～
16：00～
17：00～
14：30～
13：30～
18：30～

13：30～

第１回研修小委員会
韓国派遣VTT帰国報告会
第３回多様化小委員会
西播第１グループ　IM
ローターアクト青少年交流会
2016-17年度補助金管理セミナー
第３回ガバナー連絡会議
第３回ガバナー補佐会議
第７回規定審議委員会
危機管理セミナー
第２回次期研修委員会
東播第２グループ　IM
東播第２グループ　IM　懇親会
明石北ロータリークラブ創立40周年記念式典
RYLAプレカウンセラーミーティング
第３回ガバナー指名委員会
第３回ガバナー諮問委員会
阪神第１グループ　IM
2016年地区チーム研修セミナー
第３回青少年の集い準備会
神戸第２グループ　IM
芦屋川ローターアクトクラブ認証伝達式

加古川プラザホテル　４階東京田村
神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室
ホテル日航姫路　３階光琳の間
明石市生涯学習センター
神戸国際会議場　301号室
神戸吉兆　神戸店
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
神戸商工会議所
ガバナーエレクト事務所会議室
加古川プラザホテル
加古川プラザホテル
ホテルキャッスルプラザ
JRクレメントホテル高松　21階シエロ
ガバナーエレクト事務所会議室
神戸ポートピアホテル　本館29階中国レストラン聚景園

神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室

芦屋　ホテル竹園３階　飛鳥の間

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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故　土井　英樹　氏（龍野）
12月25日　享年65歳

訃 報
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2

故　土井　英樹　氏（龍野）
12月25日　享年65歳

訃 報
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国際協議会

A  Talking  Knowledge  of  Rotary

地区研修リーダー　三木　明（姫路）

　2016年１月17日夕刻から23日までアメリカ・カリフォルニア州サンディエゴで国際ロータリー国際協議会が開催
されました。
　世界530余の地区からガバナーエレクトとその配偶者、RI会長、元会長、理事、役員などRI関係者など、1400人
に達する人々が参加する巨大な協議会です。
　その目的は、全世界のガバナーエレクトを招集し、ロータリーの知識と最新情報を学び、意欲を高めて、ガバナー
就任に向けた準備をすることです。
　ガバナーエレクトは、この協議会に出席し、研修を受けないとガバナーに就任することができないという厳しいも
のなのです。

　１月17日午前に、会場であるマンチェスター・グランドハイアット・サンディエゴに到着した34人の日本人ガバ
ナーエレクトと配偶者は、登録を済ませ、ホテル内の本会議場やセッション会場を確認し、注意事項に耳を傾けまし
た。夕刻７時過ぎに本会議場に着席し、いよいよ国際協議会が始まりました。
　プログラムは、活発なクラブ作り、人道的奉仕の増加、公共イメージの向上を柱とするロータリーの戦略計画を中
心に組まれています。
　メインイベントである、ジョン・ジャーム国際ロータリー会長エレクトの発表では、
「私たちが小さいと思える機会でも大きくできる。ロータリーを通じて恩恵を受ける人たちがたくさんいる。次年度
はポリオをなくすことができると信じている。そのための努力を続けていこう。30年間、手を休めることなく続け
てきたことを必ずやり遂げよう。きれいな水を飲むことができない子どもたちに手を貸そう。そして、ロータリー
とは何かということを、クラブを通して、地域の人々に伝えてほしい。そのようなことを考える中で、2016-17年度
のテーマは、シンプルに“Rotary Serving Humanity”『人類に奉仕するロータリー』とした。」
と、力強い語り口で、この想いとともに、テーマを発表されました。発表と同時に全員が立ち上がり、割れんばかり
の拍手を送りました。

“Rotary Serving Humanity”
『人類に奉仕するロータリー』
このテーマが世界120万人のロータリアンとロータリーファミリーに向けたメッセージです。

　協議会は、本会議が10回、ワークショップ、ロータリートークやアイデア交換などのセッションが10数回。配偶
者は、本会議出席は言うまでもなく、４回の円卓会議やオンラインツールの説明会、文化交流など、数多くのプログ
ラムが用意されており、分刻みのスケジュールで、息を継ぐこともできないほどの忙しさです。私たちの地区の
室津義定ガバナーエレクトご夫妻も元気いっぱいで、意欲的に研修を受けておられました。
　ジョン・ジャーム会長エレクトは、
「この研修を通じて、ロータリーが直面する課題について理解を深め、リーダーとして『超我の奉仕』を実践する心
構えを整えてほしい。そして、ロータリーの国際性を肌で感じ、楽しいひと時を過ごしてほしい。」
と語っておられました。
　１日の研修が終わると、祭りの夕べや国際晩餐舞踏会など、世界中から集まっているガバナーエレクトたちの友好
を深める楽しい行事も用意されています。
　
　17日から23日までの７日間、2016-17年度の目標を達成する準備を整え、世界中の仲間と、有意義な時間を共有す
る世界各国から集まったガバナーエレクトと共に学び、友好を深め、ロータリーの未来を真剣に考える素晴らしい機
会でした。
　厳しくも楽しい研修を受けることで、エレクトの皆さんの胸の中には、次年度に向けた大きな夢が広がっていった
ことでしょう。

Girl Scouting            
in Japan

　やはり貧困層を無くさないと、根本的には、解決を

しないと考えます。それと教育です。マララ・ユスフ

ザイさんの

「教育こそ唯一の解決策です。」

この言葉がずっと頭から離れません。

　ロータリー平和センター（フェローシップ）は、

ロータリー会員、ロータリー地区（DDF）その他の個

人と世界中の財団からの共同資金によって運営されて

いる、国際的な奨学金プログラムであり、世界で最も

高い信頼を集めている平和構築者奨学金プログラムで

す。このプログラムを恒久的に支える資金を築くため

に、2017年までに１億5000万ドルを集めることが目標

となっています。

　基金の名称に寄付者の名前を付けることができる

「冠名基金」の寄付方法もあります。ぜひ皆様のご理

解をお願いします。（当地区では馴染みが薄いせいか、

寄付が少ないようです。）

　それと同時に、フェローシップにふさわしい候補者

を探しましょう。現在、2017‒18年度ロータリー平和

フェローシップの申請書を受け付けています。

　2016年５月31日までに地区へ申請してください。優

秀な候補者は、意外と身近なところから見つかるかも

しれません。

　話が少し横道にそれますが、我が社では毎年、年頭

に、今年の私の想いを漢字２文字で書き、事務所と全

ての店舗のバックヤードに掲げます。

　今年の言葉は「感謝」です。スポーツの世界では

「感謝力」という言葉をよく使います。つまり、感謝

する気持ちが強ければ強いほど、強い選手になるとい

うのです。

　

　ある禅僧のお言葉があります。

「その足で地球に口づけするかのように歩け」

　感謝は偉大さにつながる。それは文字通り、あなた

が持っているものを十分以上に、仕事を喜びに、混沌

を秩序に、不確かさを明瞭さに変えて、ごちゃごちゃ

していた日々に平和をもたらしてくれる。感謝は、昨

日に意味を与え、今日に平和をもたらし、明日の前向

きなビジョンを作り出す。

　感謝にはたくさんの法則があります。

　　まず、今生きていることに感謝しよう。

　　感謝すると幸運がひきよせられるし、感謝は返す

　　ことも含む（恩送り）。

　　人生をいつもより少し感謝して、いつもより少し

　　謙虚に生きよう。

そうすれば幸運の数はますます増えていきます。

　まだまだたくさんの法則はありますが、今月はこの

辺でペンを置きます。
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地区大会のお知らせ
国際ロータリー第2680地区

2016年3月12日土・3月13日日
於　神戸ポートピアホテル

3月12日土
　会長・幹事会並びに地区指導者育成セミナー
　青少年の集い
　RI会長代理歓迎晩餐会
3月13日日
　本会議、記念講演、
　　イベント、会員・家族懇親会

記念講演 講 師　青山　繁晴 氏
昭和27年神戸市生まれ。慶大文学部中退、早大政経学部
卒。共同通信社で事件記者や経済記者を務めたあと、政治
部へ。首相官邸や自民党、防衛庁（当時）、外務省を担当し
昭和天皇の吐血や新防衛大綱、安保再定義の日米共同宣
言などをいずれもスクープ。ペルー事件でリマに特派され
た後、依願退社、三菱総合研究所の研究員に迎えられ、安
全保障・外交から金融・経済までを包括する国家戦略の立
案に携わる。2002年春、三菱総研時代の「仲間」と共に、日
本で初めての独立系、すなわち旧財閥や銀行、証券会社などのヒモ付きでないシン
クタンクとして独立総合研究所を創立、代表取締役・兼・首席研究員に就任。講演や
執筆活動のほか、ワイドスクランブル（テレビ朝日系列）やザボイス（ニッポン放送）
などの番組に出演している。2007年より近畿大学経済学部客員教授（国際関係論）
も務める。また、作家としても、最新刊の著書は、青山繁晴の「逆転」ガイド（ワニプラ
ス）、ぼくらの祖国（扶桑社新書）。

神戸ワイナリー（農業公園） 太山寺
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コーディネーターニュース　 地区大会のお知らせ　
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　日本のロータリーは1920年10月、東京ロータリークラブが誕生したことに端を発します。初代会長は米山梅吉氏、幹
事は福島喜三次氏が選ばれましたことは、皆様良くご承知のことと思われます。従いまして東京オリンピックの年2020
年に、私たち日本のロータリーは100周年を迎えることになります。もう既にロータリーの友では、「100周年記念誌編
纂委員会」が神崎正陳委員長の下立ち上がっておりますし、「日本のロータリー100周年委員会」も北清治準備委員長
（直前RI理事）の下、東京ロータリークラブとの打ち合わせ等の活動を開始しております。
　勿論100周年に向けて日本のロータリー活動を一段と活性化することが、私たちロータリアン一人一人に課せられた最
大の課題であることは言うまでもありません。そのような趣旨で、昨年12月に杉谷RI理事が召集され、ラビンドランRI
会長はじめとして世界と日本のシニアリーダーが集まって、東京で開催されました、ロータリー研究会に於きましても、
第１セッションで「日本のロータリー100周年に向けて」と言うパネルディスカッションが開かれました。このセッショ
ンでは北直前理事がモデレーターを務められ、共に３年目のコーディネーターであります、第1ゾーン岩渕RRFC、第３
ゾーン岩永RPICそして私がパネリストを務め、それぞれのコーディネーターから見た現状の課題と提言を、90分間に
亘ってお話をさせて頂く機会を頂戴しました。
　冒頭、北モデレーターから「2010年以来RI理事会は、ロータリーの戦略計画を掲げております。ロータリーがこれか
らもダイナミックな組織でありつづけ、世界中の地域社会に貢献していくための将来への指針となるのがロータリーの戦
略計画です。ロータリー躍進の担い手となるのはクラブであります。クラブや地区の活性化の手法として示されたもので
す。」との戦略計画の明快なご説明がございました。それを受けまして私たちが現状についての課題について発言したの
ち、北モデレーターが2020年までの５年間を、日本のロータリー活性化のためにどう使うかの重要性や、あくまで主役
であるロータリークラブが活性化する為に、コーディネーターや地区からの支援、RIのリソースやツールの活用などに
よって、クラブが未来への計画を立て、新しい手法を取り入れ、活発な奉仕活動を実践することの重要性について触れら
れました。
　発表が終わったのち、ラビンドランRI会長に呼び止められ、会長の部屋で杉谷理事や近隣諸国の理事も入れて、１時間
近くに亘って意見を求められました。RI会長の日本のロータリーに対する関心の深さを改めて思い知らされた次第です。
私たち日本のロータリアンが、今後どのように戦略計画を実行していくかについては、世界中のロータリアンが注目して
いるわけですので、しっかりと結果を出していかないととつくづく思いました。皆様方の一段のご理解とご協力をお願い
いたします。ご興味のある方は、研究会の報告書が後日各ガバナー事務所に送られると思いますので、ご覧いただければ
幸いです。

第2ゾーンロータリーコーディネーター　金杉　誠（横浜西）

日本ロータリー100周年に向けて

コーディネーターニュース2月号

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

ロ ー タ リ ー 情 報
◎「ロータリー精神・Fire-Side Meetingで学ぶ」 塚原　房樹　2015　 1p（D.2510月信）
◎「ついにやって来た職業奉仕の終焉」　 塚原　房樹　2015　 3p（D.2510月信）
◎「倫理運動としてのロータリー」　 三木　　明　2015　 1p（D.2680月信）
◎「心を育て、人を育てるロータリー」　 三木　　明　2015　 1p（D.2680月信）　　 
◎「国際ロータリーが期待するロータリークラブ像」 松宮　　剛　2015　14p（D.2670地区大会記録）　  
◎「中華民國扶輪米山會報告」 林　　維宏　2014　 1p（第四回台日国際扶輪親善會日台ロータリー親善会議）
◎「人間の『いのち』を考える～生命倫理学、人類遺伝学、遺伝臨床の立場から」 千代　豪昭　2015　20p（D.2670･2680RYLAセミナー報告書）
◎「いのち～つながりの中で存在する“いのち”」 山口　　徹　2015　20p（D.2670･2680RYLAセミナー報告書）
◎「リーダーの心」 深川　純一　2015　14p（D.2670･2680RYLAセミナー報告書）                   

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（340号）
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和田山ロータリークラブ

◆10月8日（木）

豊岡ロータリークラブ

◆10月16日（金）

芦屋川ロータリークラブ

◆10月19日（月）

神戸北ロータリークラブ

◆10月9日（金）

川西猪名川ロータリークラブ

◆10月13日（火）

神戸六甲ロータリークラブ

◆10月20日（火）

高砂青松ロータリークラブ

◆10月21日（水）

明石南ロータリークラブ

◆10月23日（金）

三木みどりロータリークラブ

◆10月26日（月）

神戸ハーバーロータリークラブ

◆10月21日（水）

尼崎南ロータリークラブ

◆10月22日（木）

神戸中ロータリークラブ

◆10月27日（火）

私たちのクラブは、幻想的な雲海が現れ天空の城として全国に
有名となっています、日本のマチュピチュ竹田城跡のふもとに
位置します。クラブの今年度の行動方針「思いやりの心をもと
う」をモットーに、例会出席・心を込めた奉仕活動・質の良い
親睦活動に一丸となって励んでいます。

当クラブは昭和49年の創立から42年経過し、緑豊かな神戸市北
区南部を中心に、29名の会員が楽しく充実した活動をしていま
す。丸尾研一ガバナーをお迎えし、ロータリーについての熱い
思いをお聞きし、当クラブもガバナーの意を受けてポリオ撲滅
に向けて更に協力することを決めました。

丸尾ガバナーには、当クラブの各事業の取り組みに対
して、高く評価していただき身に余る光栄でした。ガ
バナーの卓話では、会員一同、今後ロータリー活動を
行なっていくにあたり更なる動機となりました。

懇談会では、会員増強など、当クラブが抱える課題に
ついて、示唆に富んだご助言をいただきました。ガバ
ナーのロータリークラブへの熱い想いを聞かせていた
だき、会員一同深い感動を覚えました。

公式訪問の例会は丸尾研一ガバナーのお話を直接伺う貴重な時
間で、ガバナーのロータリーへの熱い思いに触れて会員一同大
きな刺激を受けました。クラブの実情も聞いてもらい示唆も頂
いて、地区の行動指針である“pure Rotary”を enjoy する運営に
活かせるようにつとめる思いを新たにしています。

芦屋川RCは今年度、創立25周年をむかえました。その記念事業の一
つにローターアクトクラブの創設を計画しておりますが、会長・幹事
懇談会の席で、ガバナーから温かい助言と激励のお言葉を頂きました。
これを機に、未来ある青少年育成のために、一層力を尽くす所存でご
ざいます。丸尾ガバナー、今田地区代表幹事有難うございました。

ガバナー公式訪問の際の貴重な意見とご提案をご指導頂き、少
人数のメンバーですが、会員増強と青少年育成に特に力を注ぎ、
出席会員一同クラブの活性化と、更なる前進に向け決意を新た
に致しました。丸尾ガバナーのお話に傾聴し、引き締まったガ
バナー公式訪問の例会でした。有難うございました。

「例会を理由に会議を断ったら逆に信頼度が増した」「カーネルサ
ンダースの左胸にはロータリーバッジがついている」「ロータリー
は美しい世界であって欲しい」「例会は、非日常のホッとするひと
時です」丸尾ガバナーの示唆にとんだお話有難うございました。

少人数の明石南ロータリークラブですが、18年間の継続事業で
ある「納涼寄席」が地域に定着しいる事へのお褒めを頂き大変
励みになりました。また、ポリオ撲滅活動の現状など　直接お
伺いすることができ良く理解できました。その他ご教示いただ
きましたことを今後の活動に反映していきたいと思います。

ガバナー公式訪問に際し、丸尾ガバナーから貴重なご意見を頂戴いたし
ました。誠にありがとうございました。苦言を呈していただくと同時に
神戸中RCの良い点もご教示いただき、当クラブの進むべき方向を再認識
することができました。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げるとともに丸尾ガバナーの益々のご健勝をお祈りしております。

「例会」の価値や、大切さを丸尾ガバナーにお話しいただき、
自己研鑚の場としての例会出席の意味を再認識させていただき
ました。そしてポリオ撲滅に関しては、気持ちのこもった力強
い言葉で「世界中の子供たちとの約束を必ず守りましょう」と
締めくくられました。丸尾研一ガバナーに感謝申し上げます。

今年度25周年を迎えています。会長方針である「和を以って貴
しと為す」に準じ会員間の親睦を第一として運営しております。
丸尾ガバナーからは会員拡大・ポリオ撲滅・ロータリー財団の
活動などの熱い思いをお聞きし、会員一同今後のロータリー活
動に役立て、クラブの発展の為に努めて参ります。
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加古川平成ロータリークラブ

◆10月28日（水）

あわじ中央ロータリークラブ

◆11月4日（水）

姫路中央ロータリークラブ

◆11月5日（木）

三田南ロータリークラブ

◆10月29日（木）

三木ロータリークラブ

◆10月30日（金）

伊丹昆陽池ロータリークラブ

◆11月5日（木）

宝塚中ロータリークラブ

◆11月11日（水）

芦屋ロータリークラブ

◆11月18日（水）

神戸ベイロータリークラブ

◆11月24日（火）

西宮恵美寿ロータリークラブ

◆11月12日（木）

香住ロータリークラブ

◆11月17日（火）

HYOGOロータリーEクラブ

◆11月24日（火）

会長･幹事懇談会で、丸尾ガバナーより、ご入会年度（１月）に当クラブのチャーター
ナイト（６月）にお越し頂いたとお聞きし改めて感謝致しました。また、当クラブが
現在進めております、地区補助金奉仕プロジェクト（県立農業高校への教育支援）の
話にご関心を頂き、是非県立農業高校とのこの関係を生かし、インターアクトの設立
をを強く熱望されました。今後、クラブ内での検討課題の一つにしたいと思います。

我がクラブは非常に少ない会員数ながらも、和やかな雰囲気の
中、充実した活動を行っております。その中におきまして、
10月29日、会長・幹事懇談会では諸問題についてご教示いただ
き、例会ではご自身の思いを熱く語られ、特にポリオ撲滅につ
いてのお話は募金箱と共に印象に残っております。

我があわじ中央ロータリークラブは　平均年齢54.3歳と若く、活
気あるクラブで、今年度のクラブの活動方針であります「あっ
たかいクラブづくり」をすべての基本において、さまざまな活
動に会員全員で全力で励んでいます。会員増強にも積極的に取
り組み、今年度は７月からすでに２名の会員増となっています。

私たちのクラブは昨年が創立30周年でした。会長・幹事懇談会で、丸尾
ガバナーから会員減少の経過を尋ねられました。その時の事情は、現在
の会員全員が共有しているところです。例会でのガバナーの講話は、私
たちのクラブの問題解決の糸口の示唆に富むものでした。姫路中央ロー
タリークラブのターニングポイントは目の前にある気がします。

会員数は55名で出席率の高いクラブです。事業を通して親睦を
図り、ロータリーの奉仕の理念を奨励し、ロータリーをもっと
楽しく、より意義のある活動にしたいと思います。10月30日の
ガバナー公式訪問で、丸尾研一ガバナーより、ロータリー米山
記念奨学会３千万円達成クラブの感謝状をいただきました。

当クラブは会員数が18人となり運営に苦慮しておりますが、丸
尾ガバナーからは会員数ではなく内容です、と激励されました。
幸いにも会員同士は大変仲が良く、事業も順調にこなしており、
次年度に向けて橋渡しとなるようロータリーを楽しみます。

「（事業が出来るか、出来ないかは）自分が腹をくくれるかど
うかです。」「私達は奉仕の団体でも、寄付の団体でもありま
せん。（中略）ロータリークラブです。」「毎週の例会で私は
心が元気になります。」丸尾ガバナーのお言葉、一つ一つに
ハートが熱くなりました。

例会に先立っての懇談会では開口一番ロータリーは人を育てると
ころであるという丸尾ガバナーの言葉に感銘を受けました。また
例会での卓話では“Be a gift to the world”についての深い意味を
わかりやすく解説していただきました。“Try hard to enjoy pure 
Rotary”の実践を会員一同心に刻む有意義な公式訪問でした。

丸尾ガバナーより、ロータリー活動全般に亘り種々御指導頂き、
改めてロータリークラブの原点に戻り、奉仕活動に注力する必
要があると考えております。また、ポリオ撲滅に向けてのガバ
ナーの熱き思いに感銘を受けました。今後も引き続き、ポリオ
撲滅に向かって進んでいきたいと思います。

丸尾ガバナーお忙しい中、公式訪問にお越し頂き有難うござい
ました。例会の大切さを教えて頂きました。出席するだけでは
なく、自分の為に例会があるという考えを持った事によって生
活が変わるという体験談や、各種寄付の大切さ、ポリオ撲滅に
対する熱心なお話は胸に響きました。

丸尾ガバナーと今田代表幹事をお迎えしガバナー公式訪問例会
を行いました。ガバナーから今年度RIテーマの意味、そしてガ
バナー行動方針に込められた思いをご説明頂きました。ポリオ
プラス・米山奨学事業への積極的貢献を会員全員で誓う例会と
なりました。

例会場をもたないHYOGOロータリーEクラブはガバナー事務
所をお借りし、ガバナー公式訪問を開催いたしました。我々に
とって公式訪問も、リアル例会を行うことも初めての経験です。
公式訪問中、点鐘とともに心地よい緊張感を感じました。あり
がとうございました。
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地区委員会報告　

地区委員会報告　

地区行事報告

第６回地域問題小委員会

　丸尾研一ガバナーはじめ13名参加のもと、標記委員会を開催した。①前回委員会以降の委員会活動
（地区セミナーの開催、社会奉仕活動アンケート結果一覧表の完成ほか）、②地区補助金プロジェクト
の実施並びに報告状況、③一般会員による地区補助金プロジェクト見学訪問の状況、④地区補助金の運
営ルールに関する他地区へのアンケート結果に係る情報共有に続いて、①今後のプロジェクト実施日程
及び担当委員、②各担当委員によるプロジェクト見学報告、③地区補助金申請・審査に係る業務改善に
ついて協議を行った。

地域問題小委員会委員長　本條　昇（龍野）

12月11日（金）◆ガバナー事務所会議室

第８回補助金小委員会

　協議事項は地区補助金申請審査、いずれも臨時費関係につき、①既承認の大類隼人氏「国連無給ボラ
ンティア（UNV）活動」の実施時期について、パリ・無差別テロ事件の為上記活動が停止されているこ
とに伴う終了時期（2016年５月31日）の変更する件、②室津年度補助金管理セミナー使途一部変更の件
が協議され、①につき承認、②特段に変更は要しないものの問題は無しとされました。
　また、グローバル補助金３件の内、①西宮RCによるカンボジア･ソーラーの件は協同提唱にクラブの拠
出額は一律300米ドルとするとの報告、②加古川RCブラジル・老人ホームの件は承認する。但し、詳細に
ついて若干の検討事項があることを留保、③インド3060地区等との「Sewing Machines to Needy Women」
の件は基本的に認める方向とするが、なお、その具体的内容の調査を継続するとの結論となりました。

ロータリー財団副委員長・補助金委員会小委員長　黒田　建一（西宮夙川）

12月15日（火）◆神戸三宮東急REIホテル3FボールルームB

第３回危機管理委員会

　標記委員会は丸尾研一ガバナー、瀧川好庸ガバナーノミニー、三木明RIJYEC理事外12名の出席を得て
開催されました。
　第３回委員会は、来年２月に予定されている危機管理セミナーの準備の為に開催されました。
　事前に黒田委員長が作成した研修用事例と坂東委員が作成した検討事項を中心として、セミナーでの
ケーススタディの方法を協議しました。この方法により多岐に亘る危機管理問題の内、各クラブが現実
に抱える可能性のある問題を選択して、クラブでの危機管理問題の理解の深化を図ることを目的として
います。
　危機管理セミナーは地区でも初めての試みであり、慎重を期して、更に事例について検討し、次回に
はセミナー準備の完了を予定することで閉会となりました。

危機管理委員会委員長　黒田　建一（西宮夙川）

12月22日（火）◆センタープラザ西館6階4号室

第２回多様化小委員会

　第２回多様化小委員会が、丸尾ガバナー、瀧川ガバナーノミニー、三木研修委員長をはじめ12名の出
席者でガバナー事務所にて開催。
　ロータリー紹介リーフレットについては、タイトル、内容の一部を改訂した案を次回委員会で確認後
に600部を発注し、地区大会までに作製することとなった。
　なお、地区大会で開催予定の多様化小委員会担当イベントでは、「ロータリーの多様性」について、
数名のパネリストによるパネルディスカッション方式で行い、初めての試みとしてトータライザー（賛
否集計機）を使用し、全員参加型の討論会を企画する。
　また、多様化小委員会内部勉強会の開催や他委員会と連携した活動にも取り組むこととなった。

多様化小委員会委員長　梅原　可奈子（西宮夙川）

1月4日（月）◆ガバナー事務所会議室

　本年度は、職業奉仕委員会と増強･拡大委員会と
の合同でセミナーを開催することとし、深川パスト
ガバナーに「職業奉仕の動向」と題し、たっぷりと
お話を聞かせて頂く機会をもちました。当日は、会
場の都合で各クラブより３名以内の関係者の方々を
対象に、総勢約200名の参加を頂きました。
　冒頭、丸尾ガバナーより「当初職業奉仕とは、一
生懸命仕事をして、一生懸命稼いで、税金をしっか
り払うことだと思っていましたが、ロータリーで勉
強するうちに、それは当たり前のことで、しっかり
とした倫理感を持ち、自らを高めてゆくことが職業
奉仕の原点であると思います。そこのところを深川
先生のお話をしっかりと聞いて頂き、今後の活動に
生かして頂ければと思います。」と。また、増強・
拡大についても２つのローターアクトクラブが増え
るとの報告と、引き続きの増強･拡大に対する要請
も併せてご挨拶がありました。
　そして、講演では、ロータリーとは、人類文化史
が20世紀の時代に刻印を打った職業人の最も優れた
倫理運動である、から始まり、職業とは一体何か、
また１業種１会員制の根底にある原理についても

◆職業奉仕／増強･拡大合同セミナー

職業奉仕委員会副委員長　中村　彰一郎　（姫路）

12月6日（日）◆神戸ポートピアホテル

詳しくお話がありました。
　そして、ロータリーとは、人を磨く道場であり、
「少数の人の最も良質な親睦が、他の団体では果た
し得ない社会改良のエネルギーになる」とそれぞれ
の言葉の人とその背景を語られました。
　現在のロータリーのあり方を一考するに、職業奉
仕の原点は人間の魅力であり、一人一人が強くなり
個人奉仕を推し進めることがその本質であり、その
ような人を育てることがロータリーの本質である。
一人一人は弱くても集合体としての団体奉仕の考え
方とは違う。また、世の為人の為は犠牲がつきもの
であり、公私を分けることも当然である。などなど
時にやさしく噛んで含めるように、また時に怒りを
込めた表情で約90分間の講演を終えられました。
　続いて「増強／タテ横ななめ」と題して野瀬増
強・拡大委員長よりお話があり、現状と今後の増強
策についてお話があり、予定のセミナーを終了しま
した。
　最後に、深川パストガバナーの原稿をご希望の方
がいらっしゃいましたら、ガバナー事務所へご連絡
下さい。よろしくお願いいたします。

第２回地区史編纂委員会

　PETSにて、室津年度の各クラブ会長エレクトに各クラブ紹介を書いていただくこと、また、地区委員会の
委員長に12年間の記録等を報告していただくこと、規定審議会採択案の要旨を三木明パストガバナーに、
2680地区でのDLPからCLPへの変化等の解説を安平和彦パストガバナーにお願いすることにしました。
　室津年度の終わりに大体の原稿を集め、瀧川年度の前半で発刊する予定になりました。

地区史編纂委員会委員長　柴田　整宏（西宮夙川）

12月10日（木）◆ガバナー事務所会議室
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地区委員会報告　

地区委員会報告　

地区行事報告

第６回地域問題小委員会

　丸尾研一ガバナーはじめ13名参加のもと、標記委員会を開催した。①前回委員会以降の委員会活動
（地区セミナーの開催、社会奉仕活動アンケート結果一覧表の完成ほか）、②地区補助金プロジェクト
の実施並びに報告状況、③一般会員による地区補助金プロジェクト見学訪問の状況、④地区補助金の運
営ルールに関する他地区へのアンケート結果に係る情報共有に続いて、①今後のプロジェクト実施日程
及び担当委員、②各担当委員によるプロジェクト見学報告、③地区補助金申請・審査に係る業務改善に
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危機管理委員会委員長　黒田　建一（西宮夙川）

12月22日（火）◆センタープラザ西館6階4号室
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ような人を育てることがロータリーの本質である。
一人一人は弱くても集合体としての団体奉仕の考え
方とは違う。また、世の為人の為は犠牲がつきもの
であり、公私を分けることも当然である。などなど
時にやさしく噛んで含めるように、また時に怒りを
込めた表情で約90分間の講演を終えられました。
　続いて「増強／タテ横ななめ」と題して野瀬増
強・拡大委員長よりお話があり、現状と今後の増強
策についてお話があり、予定のセミナーを終了しま
した。
　最後に、深川パストガバナーの原稿をご希望の方
がいらっしゃいましたら、ガバナー事務所へご連絡
下さい。よろしくお願いいたします。

第２回地区史編纂委員会

　PETSにて、室津年度の各クラブ会長エレクトに各クラブ紹介を書いていただくこと、また、地区委員会の
委員長に12年間の記録等を報告していただくこと、規定審議会採択案の要旨を三木明パストガバナーに、
2680地区でのDLPからCLPへの変化等の解説を安平和彦パストガバナーにお願いすることにしました。
　室津年度の終わりに大体の原稿を集め、瀧川年度の前半で発刊する予定になりました。
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）　

製麺配布
11/11入会

安田　　亨
司法書士
11/12入会

川岸　邦充
美術商
11/11入会

山本健之輔

尼　崎　東 尼　崎　南 甲　子　園
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自動車ボディー
12/7入会

細川　正彦

宝　　　塚

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）
大口寄付者

（神戸西神）

一般弁護士
12/14入会

横田　勝年

米山功労者メジャードナー（10回）

（神戸垂水）
永田　哲也

米山功労者（8回）米山功労者（8回）

（尼崎東）

米山功労者（4回）

（神戸西神）
大西　敏郎

喜多　　敬

（神戸西神）
大塚　啓助

（明石西）
中根　臣一

（尼崎東）
平野高太郎

（柏原）
足立　義雄

米山功労者メジャードナー（16回）

（神戸西神） （赤穂）
石原　将司堤　健二郎

米山功労者（7回）

（神戸南）
米谷　　収

米山功労者（4回）

（神戸東灘）
和田　孫博

米山功労者（8回）

（明石）
大谷　明彦

米山功労者（1回）米山功労者（2回）

（尼崎東）
西川　一正

米山功労者（1回）

丸尾　研一

証券代行
11/12入会

飯田　眞大

神　　　戸

米山功労者（5回）

（尼崎東）
西川　一正

（赤穂）
廣島　圭吾

米山功労者（1回）

明　石　北姫　　　路

ポールハリス・フェロー

板金加工
1/12入会

井上　直之
証券業
1/12入会

河原　隆浩

尼　崎　東 尼　崎　南

米山功労者メジャードナー（10回）

（神戸垂水）
木下　　保

（神戸垂水）
善國　高豊

（神戸垂水）
濱崎　良晴

（神戸垂水）
増田　泰子

米山功労者（1回）

神 戸 東 灘

（洲本）
中村　尚義

米山功労者メジャードナー（10回）

（宝塚）
福間　則博

米山功労者メジャードナー（11回）

大口寄付者

明　石　北

電気事業
7/2入会

鶴田　尚也
税理士
7/20入会

舛田　一夫

尼　崎　東 尼　崎　南洲　　　本

（姫路西）
岸元　善之

米山功労者（2回） 米山功労者（1回）

米山功労者（2回）ポールハリス・フェロー

マルチプル・ポールハリス・フェロー

ポールハリス・フェロー

米山功労者（2回）

マルチプル・ポールハリス・フェロー

米山功労者（2回）

（神戸西神）
河合　敏三
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陽本線（JR神戸線）明石駅下車。山陽電鉄人丸前駅下車3分。昭和35年6月10日（時の記念日）に開館。同館の大型プ
ラネタリウムは東ドイツ製で、日本に3台しかない。収容人員650人は日本一。
（付記：現在も現役で稼働中、稼動期間の長さが日本一、座席数は300席）

❖今月の表紙　明石天文科学館

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

１日(月)
２日(火)
３日(水)
６日(土)
７日(日)

８日(月)
９日(火)
10日(水)
11日(木･祝)
12日(金)
13日(土)

14日(日)
16日(火)

20日(土)
21日(日)
22日(月)
27日(土)
28日(日)

17：30～
18：00～
18：30～
14：00～
13：30～
13：45～
18：00～
17：00～
17：00～
13：30～
15：00～
14：00～
17：00～
16：30～
11：00～
16：00～
17：00～
14：30～
13：30～
18：30～

13：30～

第１回研修小委員会
韓国派遣VTT帰国報告会
第３回多様化小委員会
西播第１グループ　IM
ローターアクト青少年交流会
2016-17年度補助金管理セミナー
第３回ガバナー連絡会議
第３回ガバナー補佐会議
第７回規定審議委員会
危機管理セミナー
第２回次期研修委員会
東播第２グループ　IM
東播第２グループ　IM　懇親会
明石北ロータリークラブ創立40周年記念式典
RYLAプレカウンセラーミーティング
第３回ガバナー指名委員会
第３回ガバナー諮問委員会
阪神第１グループ　IM
2016年地区チーム研修セミナー
第３回青少年の集い準備会
神戸第２グループ　IM
芦屋川ローターアクトクラブ認証伝達式

加古川プラザホテル　４階東京田村
神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室
ホテル日航姫路　３階光琳の間
明石市生涯学習センター
神戸国際会議場　301号室
神戸吉兆　神戸店
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
神戸商工会議所
ガバナーエレクト事務所会議室
加古川プラザホテル
加古川プラザホテル
ホテルキャッスルプラザ
JRクレメントホテル高松　21階シエロ
ガバナーエレクト事務所会議室
神戸ポートピアホテル　本館29階中国レストラン聚景園

神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室

芦屋　ホテル竹園３階　飛鳥の間

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）　

製麺配布
11/11入会

安田　　亨
司法書士
11/12入会

川岸　邦充
美術商
11/11入会

山本健之輔

尼　崎　東 尼　崎　南 甲　子　園
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自動車ボディー
12/7入会

細川　正彦

宝　　　塚

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）
大口寄付者

（神戸西神）

一般弁護士
12/14入会

横田　勝年

米山功労者メジャードナー（10回）

（神戸垂水）
永田　哲也

米山功労者（8回）米山功労者（8回）

（尼崎東）

米山功労者（4回）

（神戸西神）
大西　敏郎

喜多　　敬

（神戸西神）
大塚　啓助

（明石西）
中根　臣一

（尼崎東）
平野高太郎

（柏原）
足立　義雄

米山功労者メジャードナー（16回）

（神戸西神） （赤穂）
石原　将司堤　健二郎

米山功労者（7回）

（神戸南）
米谷　　収

米山功労者（4回）

（神戸東灘）
和田　孫博

米山功労者（8回）

（明石）
大谷　明彦

米山功労者（1回）米山功労者（2回）

（尼崎東）
西川　一正

米山功労者（1回）

丸尾　研一

証券代行
11/12入会

飯田　眞大

神　　　戸

米山功労者（5回）

（尼崎東）
西川　一正

（赤穂）
廣島　圭吾

米山功労者（1回）

明　石　北姫　　　路

ポールハリス・フェロー

板金加工
1/12入会

井上　直之
証券業
1/12入会

河原　隆浩

尼　崎　東 尼　崎　南

米山功労者メジャードナー（10回）

（神戸垂水）
木下　　保

（神戸垂水）
善國　高豊

（神戸垂水）
濱崎　良晴

（神戸垂水）
増田　泰子

米山功労者（1回）

神 戸 東 灘

（洲本）
中村　尚義

米山功労者メジャードナー（10回）

（宝塚）
福間　則博

米山功労者メジャードナー（11回）

大口寄付者

明　石　北

電気事業
7/2入会

鶴田　尚也
税理士
7/20入会

舛田　一夫

尼　崎　東 尼　崎　南洲　　　本

（姫路西）
岸元　善之

米山功労者（2回） 米山功労者（1回）

米山功労者（2回）ポールハリス・フェロー

マルチプル・ポールハリス・フェロー

ポールハリス・フェロー

米山功労者（2回）

マルチプル・ポールハリス・フェロー

米山功労者（2回）

（神戸西神）
河合　敏三
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　国鉄山陽本線（JR神戸線）明石駅下車。山陽電鉄人丸前駅下車3分。昭和35年6月10日（時の記念日）に開館。同館の大型プ
ラネタリウムは東ドイツ製で、日本に3台しかない。収容人員650人は日本一。
（付記：現在も現役で稼働中、稼動期間の長さが日本一、座席数は300席）

❖今月の表紙　明石天文科学館

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

１日(月)
２日(火)
３日(水)
６日(土)
７日(日)

８日(月)
９日(火)
10日(水)
11日(木･祝)
12日(金)
13日(土)

14日(日)
16日(火)

20日(土)
21日(日)
22日(月)
27日(土)
28日(日)

17：30～
18：00～
18：30～
14：00～
13：30～
13：45～
18：00～
17：00～
17：00～
13：30～
15：00～
14：00～
17：00～
16：30～
11：00～
16：00～
17：00～
14：30～
13：30～
18：30～

13：30～

第１回研修小委員会
韓国派遣VTT帰国報告会
第３回多様化小委員会
西播第１グループ　IM
ローターアクト青少年交流会
2016-17年度補助金管理セミナー
第３回ガバナー連絡会議
第３回ガバナー補佐会議
第７回規定審議委員会
危機管理セミナー
第２回次期研修委員会
東播第２グループ　IM
東播第２グループ　IM　懇親会
明石北ロータリークラブ創立40周年記念式典
RYLAプレカウンセラーミーティング
第３回ガバナー指名委員会
第３回ガバナー諮問委員会
阪神第１グループ　IM
2016年地区チーム研修セミナー
第３回青少年の集い準備会
神戸第２グループ　IM
芦屋川ローターアクトクラブ認証伝達式

加古川プラザホテル　４階東京田村
神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室
ホテル日航姫路　３階光琳の間
明石市生涯学習センター
神戸国際会議場　301号室
神戸吉兆　神戸店
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
神戸商工会議所
ガバナーエレクト事務所会議室
加古川プラザホテル
加古川プラザホテル
ホテルキャッスルプラザ
JRクレメントホテル高松　21階シエロ
ガバナーエレクト事務所会議室
神戸ポートピアホテル　本館29階中国レストラン聚景園

神戸三宮東急REIホテル　３階ボールルーム
ガバナー事務所会議室

芦屋　ホテル竹園３階　飛鳥の間

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
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クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
　小　計

例会数

3
3
3
4
4
3

4
3
4
5
4

4
4
3
3
3
4

3
4
3
4
3
4
3
3

4
4
3
4
3
3
3

4
3
3
4
3
4
4

当月末 増減
平均出席率
％

80.00
96.43
98.39
93.42
90.03
82.60
90.15
84.65
95.73
86.54
93.72
92.46
90.62
100.00
82.96
91.27
96.11
81.06
89.00
90.07
92.75
89.67
100.00
85.48
90.72
100.00
91.39
100.00
93.75
83.68
80.16
91.35
100.00
92.60
77.78
89.25
87.83
89.16
94.88
79.76
91.55
96.30
97.70
89.17
91.22

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
　
７

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　73RC

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

例会数

3
3
4
4

3
4
3
3
3

4
3
4
3
3

4
4
4
3
3

4
3
3
3
4
4

3
4
4
3

4
4
4
4
4

当月末 増減 女性
平均出席率
％

90.80
100.00
97.06
96.59
76.89
96.33
91.43
87.26
98.35
87.37
92.15
97.70
87.90
98.00
95.44
100.00
95.81
96.83
92.30
100.00
94.49
100.00
96.72
90.78
98.13
81.05
100.00
85.49
100.00
92.58
92.50
100.00
94.27
100.00
96.69
96.14
79.52
94.00
94.05
77.27
88.20
90.97

34
40
43
37
33
23
210
42
34
28
23
18
145
54
48
40
41
28
25
236
22
21
46
49
33
7
33
21
232
155
109
32
10
82
15
22
425
56
34
29
31
12
36
40
238

37
42
43
38
35
23
218
44
34
27
23
17
145
54
49
41
39
28
25
236
23
20
45
48
34
7
33
23
233
157
110
33
9
78
15
22
424
56
34
27
31
12
39
40
239

3
2
0
1
2
0
8
2
0
-1
0
-1
0
0
1
1
-2
0
0
0
1
-1
-1
-1
1
0
0
2
1
2
1
1
-1
-4
0
0
-1
0
0
-2
0
0
3
0
1

◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2015年12月末　クラブ会員数……2,856人

◆2015年12月末女性会員数……………　106人
◆2015年12月平均出席率………………90.97％
◆増　減………………………………………　23人増

国際ロータリー第2680地区　2015年12月出席報告

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
５

合計

49
41
44
24
158
42
75
55
45
14
231
55
39
37
45
33
209
36
26
19
36
18
135
83
81
73
75
31
5

348
41
39
49
24
153
34
21
18
18
22
113

2,833

46
40
45
24
155
41
75
55
45
15
231
55
42
39
45
31
212
38
26
21
37
20
142
90
79
74
72
29
5

349
40
41
51
24
156
35
21
17
21
22
116

2,856

-3
-1
1
0
-3
-1
0
0
0
1
0
0
3
2
0
-2
3
2
0
2
1
2
7
7
-2
1
-3
-2
0
1
-1
2
2
0
3
1
0
-1
3
0
3
23

0
1
0
0
1
3
0
0
2
1
6
0
1
2
2
0
5
1
4
0
0
0
5
0
0
2
2
0
0
4
0
2
4
7
13
1
0
0
0
1
2

106

HYOGOロータリー
E ク ラ ブ

事務所
〒651-0087  兵庫県神戸市中央区御幸通8-1-6 神戸国際会館16階
TEL：078-221-1000　FAX：078-221-1013
E-mail maruo2680@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  丸 尾　研 一

女性

1
0
0
2
4
1
8
0
5
0
4
0
9
0
0
2
5
1
6
14
2
0
0
0
0
0
9
5
16
0
0
3
0
0
0
3
6
5
0
2
5
0
2
3
17
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